
４，５年生向け 

 学校図書館だより  令和６年３月 座間市立東原小学校図書館  

     レベルアップした一年間！ 

             よくがんばりました！ 

 
 

            種           杉本
すぎもと

 深由起
み ゆ き

             

             

          おなじくらい       

重たいよ 

          ひとつぶの種も 

            なんまんつぶの種も 

 

         あした めをだす 

         あした はっぱがひらく 

         あした はながさく 

         あした みをむすぶ 

          

         どの種にも 

         あしたが ぎっしり 

         ずっしり 

         つまっているんだもの 

          

          

          

 

 

もうすぐ新学年です。一年をふりかえってみて、どうでしたか？ 

あんな本を読んだな、こんな本を読んだな、と思い出しながら、また新たな本 

との出会いを楽しみにしていてください。 

 
                                                  

     今年度全学年貸し出し冊数  
(令和 6 年３月１日現在) 

       １２,４３８冊
さつ

 

 

たくさんかりてくれて 

  ありがとう！！ 



 
 

      「きみはきみだ」             「みんなとちがうきみだけど」                                        

        斉藤
さいとう

 道雄
み ち お

 文・写真              ジャクリーン・ウッドソン 作    

みんなとおなじにできることも        ラファエル・ロペス 絵  都甲
と こ う

 幸治
こ う じ

 訳  

   あれば、できないこともある。         教室に入ると、そこにいるみんな 

   それでいい。                 が、きみとはちがっています。 

   きみは、きみなのだから。           外見、言葉、家庭
か て い

環境
かんきょう

…。ちがう 

   だれもきみのかわりにはなれない。       ということは苦しいかもしれません。 

     ひとりひとりが、               でも、すてきなことでも 

      ひとりひとりの主人公
しゅじんこう

。            あります。              

 
 

 

 

子どもの未来社             司書の先生から           汐文社  

      進級するみなさんへ 

おすすめの本 
 

      

 

「わたしはひろがる」              

               岸
きし

 武雄
た け お

 作 長谷川
は せ が わ

 知子
と も こ

 絵 

 

              たくさんの経験によって、『わたし』 

             は、考え方やもののみかたが変化して 

             きました。                子どもの未来社 

             社会をみつめ、世界をみつめていく中で 

             心が成長していくようすを描いています。 

             

                 

                 
冨山房インターナショナル                                                                                                大月書店                                                                                                                                            

                           「考える絵本 

「明日をつくる十歳のきみへ               子ども・大人」 

       一〇三歳のわたしから」               野上
の が み

 暁
あきら

 ひこ 田中
た な か

 著 

             日野原
ひ の は ら

 重明
しげあき

 著                 ヨシタケ シンスケ 絵 

 いのちとは、自分に与えられた時間の       子どもはいつからおとなになるの？おとな 

 ことです。                   ってどうしてあんなにうるさいの？ 

 人生に無駄
む だ

なことはひとつもありません。     子どもとおとな、どこが同じでどこがちが 

 ゆるしの心を持ち、おとなになったら         う？ひとりで、だれかと、みんなで 

    自分の時間を人のために使った           さあ、考えてみよう。 

    り。日野原先生からの 

      メッセージです。 


